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緒 言

余 等 ハ ～セル メット、 グ ラ ン雨 氏 ノ所 謂r病 原 性 皆

無 ナ ル モ免 疫 性 ア リ1ト 稻 ス ル、 結核 菌rBCG」

二於 テ 「イム ペ ヂ ン」ノ有 無 テ検 シタ リ
。 是 レ結

核免疫 ノ實際問題 二向ツテ重大ナル意義 テ有 ス

ルテ以テナリ。

實験材料

BCG菌:チ ユ ー リ。ヒ大學 ノ ジルベ ル シ、z。 ト

教 授 テ経 テ、 鳥 潟 教 授 ガ カ ル メ ッ ト氏 ヨ リ分 與

セ ラ レタ ル モ ノニ シテ、1930年 チユー リッヒ市

ニ ア リ シ満 洲 腎科 大 學ZF山 教授 ヨ リ同年 冬 當 外

科 學 教 室 二途 リ届 ケ ラ レ シモ ノ ナ リ。

生 濾 液 及 ピ煮 濾液:5%「 グ リセ リ ン」加 肉汁 二

BCGラ1ケ 月 牛 培 養 シ、 陶 土 壁 ニ テ 濾 過 シ之

テ生 濾 液 トセ リ。

生 濾 液 テ重 湯煎 中 一一テ100℃,30分 加 熱 シタル

モ ノテ煮 濾 液 トセ リ。

封 照 肉 汁:5%「 グ リセ リ ン」加 肉 汁 ラ其 儘 使 用

セ リ。

喰 菌 作 用検 査 用菌 液:黄 色 葡 萄歌 球 菌 テ24時

間寒 天斜 面 培 養 ヨ リ0.5%石 炭 酸 加0.85%食

盤 水 中 二俘 游 セ シメ重 湯 煎 中 ニテ60℃,30分 間

加 熱 殺 菌 シ、 之 テ3同 強 力遠 心 シ、 各 同 新 鮮 ナ

ル0・85%食 臨 水 テ 以 テ 洗 ヒテ後 、 之 一 〇.5%

ノ割 二 石 炭 酸 テ加 へ 菌液 テ 作 リタル モ ノー シ

テ、 ソ ノ1琵 ハ鳥 潟 教 授 沈 澱 計 ニ テ3度 目即 チ

約0.0021琵 ノ菌 量 ラ 含 有 ス.使 用 二際 シテハ

之 テ6倍 二稀 稗 セ リ。

白 血球 液'中 性 肉 汁10.0琵 テ 膿 重約350瓦 内

外 ノ健 康 海 狽 雄 ノ腹 腔 内 二注 射 シ、4時 間後 硝

子 毛 細 管 ニテ腹 腔 テ穿 刺 シテ得 タル 白濁 セル腹

水 テ其 儘 使 用 セ リ。

實験方法

試駒管内喰菌作用實験操作 ハ大盟 ライト氏 ノ

「オプソニン」検査法二準 ジタリ。即チー定 ノ硝

子毛細管内二白血球液、可検抗原液、菌液 ノ順

ニソレゾレー定量 テ少許 ノ室氣層ヲ隔テ、吸 ヒ

取 リ、 之 ラ小 型 時 計 皿 ノ上 二静 カ ニ吹 キ出 シ、

良 ク混 和 シ、再 ピ他 ノ硝 子 毛 細 管 中 二吸 ヒ取 リ、

37℃ ノ艀 卵 器 内 一15分 間 静 置 シタル後 、 毛 細

管 内 容 テ載 物 硝 子 上 二塗 抹 シ、 「メ チー ル」酒 精
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一 テ10分 間 固 定 後 、 ギ ム ザ氏液 ニ テ 染 色 シ鏡

検 セ リ。

鏡 検 二際 シテハ 白 血球 ノ輪 廓 正 シ久 孤 在 ヒル

喰 細胞200個 テ検 シ、 菌 慌 、 正 シク白 血球 内 二

包 喰 セ ラ レタル モ ノ ・ミラ計 算ニセ リ。 一 白血 球

内 轟5個 以1:菌 テ包 喰 セ ル モ ノハ除 外 セ リ。 潴

液 ・一一就4一 テハ 抗 原 量 ラ0.1艶bO.2琵 、0.4琵

及 ピ0.6琵 轟姥 化 セ シメ、 生煮 爾 可 検 液 テ用 ヒ

タル場 合 ノ喰 菌 作 用 テ比 較 スル ト同時 二可 槍 液

ノ用hlニノ壁 化 ….ヨル喰 菌 作 用 ノ推 移(最 大 喰 菌

作 川)テ 究 明 シタ リ。

實験成績

第1表 及 ピ第1囲 二示 サ レ タ リ。

第1表BCG1.5個J】 肉汁培養濾液生・憲雨抗原 ノ抗黄色葡萄状球菌正常喰菌作用

促進能働力 ノ比鮫(2同 検査 ノZF均)

可婆辱 一　一 一 一

0.1 0.2 0.4 0.6
}一 一

喰樋 け
一 一

喰1劃 子
一一一一

喰 陣1子
一 一_

卿 囲 子
生 濾 液 9.25 9.5 18.75 11.75 12.75 24.5 10.25 11.25 121 .5 8,259,017.25

煮 櫨 液 16.0 18.0 34.0 18.0 21.0 39.0 14.5 16.0 30.5 12.25}13.75%.0
ず

封照(培 養基肉汁) 一 一 一 13.5 15.25 28.75 一 一 一 _1__
[1

第1圃BCG生 、漱雨櫨液 ト喰菌子 トノ關係

(第1表 参 照)
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一→ 可検抗原量(蝿)

の

所見纏括及ビ考察

1.生 抗 原

皿.煮 抗 原

皿.封 照 肉汁

煮 濾 液 ハ各 抗 原 量 ヲ通 ジ生 濾液 二比 シ催 喰 菌 作

用 遙 二優 勢 ニ シテ 生 ・煮共 二 抗 原 量0.2耗 二於

テ喰 菌 子 ハ最 大 ナ リ.即 チ抗 原 量 テ0.1耗 ヨ リ

0.2琵 二檜 量 ス ル ニ 從 ヒ喰 菌 作 用 ハ 生 ・煮 トモ

上 行 位 相 、0.2耗 ニ テ 生 ・煮共 最 高 二達 シ、0.4

耗 二」曾量 セ ル ニ下 行 位 相 トナ リタ リ。 更 二 〇.6

蝿 二増量 セル ニ下 行 位 相 ハ更 ニー層 其 ノ度 テ加

ヘ タ リ。

喰 菌 子 ノ卒 均 二就 キ比率 テ検 ス ル ニ下 ノ如 シ。

抗 原 量0.1琵 ノ場 合 。 生:煮=19.25:34.0

=100:176 .6=56.6:100.0

抗 原 量0.2耗 ノ揚 合 。 生:煮=24.5:39.0

=100 .0:159.2=62.0:100.0

抗 原 量0.4耗 ノ場 合 。 生:煮 一21.5:30.5

=100.0:141.9=70.0:100.0

抗 原 量0.6耗 ノ場 合 。 生:煮=17.25:26.0

=100:151.3=66.3:100 .0

以 上 ノ實 験 成 績 ハ 生 ・煮 雨 液 二 就 テ 爾 他 全 ク 同



第5號 】 奥村=BCGノ 免疫學的研究337

一 條 件 ノ下 二行 ハ レタル結 果 ナ リ
。

,本 喰 菌 作 用 實 験 ハ成 績 ノ示 ス 牽 トク所 謂 上行位

相 及 ピ下 行 位 相 二亙 リ、 即 チ反 庶 ノ全 過 程 二亙

リテ行 ハ レタ ル モ ノナ リ。 然 モ喰 菌 作 用(喰 菌

子 歎)二 於 テ、 煮 濾 液 ハ生 濾 液 二比 シ、 侮 常例

外 ナ シニ 繕 封 的 二大 ナ リ。 即 チ煮 濾 液 ハ用 量

0・1耗 ニ テ ハ生 濾 液 二比 シ76.6%、0.2耗 ニ テ

ノ、59・2%、0.4重 毛 ニ テハ41.9% 、0.6立 毛ニ テ

ハ51・3%ノ 優 勢 テ示 セ リ。 即 チ 煮 濾液 ハ 生 溝

液 二比 シ明 白 二喰 菌 子 数 大 ナ リ。 換 言 ス レバ煮

濾 液 ハ 生濾 液 二比 シ強 大 ナ ル喰 菌 作 用 促 進 能 力

ラ有 ス ル モ ノナ リ。 而 シテ此 ノ事 實 ハ煮 濾 液 ガ

生 濾 液 ヨ リモ抗 原 能 働 力 ノ張 大 ナ ル コ トテ意 味

ス ル モ ノナ リ^

以 上 ノ事 實 ハ上行 位 相 ノ こナ ラズ、 下行 位 相 二

於 テ モ鐙 明 サ ル ・ガ故 二,廷力 ノ多 少 ニ ヨ リテ設

明 シ得 ザ ル モ ノニ シテ、 生溝 液 ハ免 疫 機 韓 阻 止

物 質即 チ財 ムペ ヂ ン」ヲ含有 スル コ トテ示 スモ

ノナ リ。

煮 泌 液 テ以 テ ノ成 績 ハ喰 菌 作 用 ノ昂進 テ示 シ居

ル ニ拘 ラズb生 泌 液 ニ テハ5%「 グ リセ リ ン」肉

汁 テ以 テ ノ封 照 ヨ リモ 例 外 無 シー 下 位 一 ア リ

(第1圖)、 是 即 チ生抗 原液 ノ存在 ニ テハ喰 菌 作

用 ハ正 常 以 下 ニ マ デ阻 害 セ ラル ・二反 シ、 煮 抗

原 液 存 在 ノ下 ニ ア リテ ハ、喰 菌 作 用 ハ正 常 以 上

一マ デ催 進 セ ラル ・ノ鏡 ニ シテ 「イム ペ ヂ ン」ノ

阻 止作 用 ガ生 抗 原液 二於 テ顯 著 二立 謹 セ ラ レタ

ル モ ノナ リ。

結 論

1.黄 色 葡 萄状 球 菌 ガ 喰 儘 セ ラル ・二 際 シテ

BCGヨ リ得 タ ル 生 濾液 存 在 ノ下 ニ テハ喰 燈 作

用 ハ5%「 グ リセ リ ン」肉 汁 ラ以 テ ノ封 照 タ ル正

常 以 下 ニ マ デ阻 害 セ ラル ・二反 シ、 同 煮 濾 液 存

在 ノ下 ニ テハ 喰燈 作 用 ハ正 常 値 以 上 二催 進 セ ラ

レタ リ∩

2.最 大 喰 菌 作 用 テ示 シタ ル場 合 二於 テ喰 菌 子

ハ生;煮=62.0:100ノ 比 テ示 シタ リ、即 チ 「イ

ムペ ヂ ン 且ノ阻 止作 用 ハ喰 菌 子 ノ値 ニ テハ38%

トナ リ タ リ。

3.非 特 殊 性 喰 儘 作 用 ノ阻 止 ハ同時 二特 殊 性 喰

嬢 作 用 ノ阻 止及 ピ免 疫 褒 生機 轄 ノ阻 止 テモ意 味

ス ル モ ノナ リ。(鳥潟教 授 教 室 ヨ リ ノ多撒 ノ論 文

参 照)

4.病 原 性 無 シ ト構 セ ラル ・BCG菌 モ亦 タff

ム ペ ヂ ン」學 設 ノ支 配 下 二屡 ス ル モ ノニ シテ、

之 テ抗 原 トシテ用 フル ニノ・「イ ムペ ヂ ン」ラ破 却

スル事 テ要 ス。
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